
（別紙３）

～ R６年１２月３１日

（対象者数） １５名 （回答者数） １１名

～ R６年１２月３１日

（対象者数） ８名 （回答者数） ８名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 見直しを徹底していく

2 情報収集を強化していく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
他事業所や地域の高齢者施設との交流を増やし、子どもたち

が色々な経験ができるような取り組みを増やしていく

2
サポートする側、サポートされる側を実体験できるプログラ

ムを取り入れていく

3

ワンチームで支援に取り組んでいけること

1つのプログラムを20～30分に細かく設定している。また、

ミーティング時などに情報共有として細かな事まで話し合い、

プログラムが固定化しないように定期的に見直しを行っている

小さな事でもチャレンジできる事業所であること
日々、スタッフと保護者との対話の中で新しいツールやプログ

ラムを模索し可能な限り取り入れて実行している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

1事業所運営のため、外出などのプログラムが固定化しやすい 無料施設に限りがある

小学１年生から高校3年生まで対象なので、年度によっては利

用者同士の学年が離れてしまう事
長い利用者で12年間通所する為

R6年１月１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R７年3月5日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスあおぞら六木

○保護者評価実施期間
R6年１月１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


